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本レポートは、2022 年度（2022 年 4 月～2023 年 3 月）の環境経営活動に係る実績を取

りまとめたものである。環境目標設定にかかる基準年は、2021 年度としている。 
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1. 組織の概要 

（1） 認証・登録事業者名及び代表者名： 

株式会社 ユーベック 

代表取締役社長 飯塚 嘉久 

（2） 所在地： 

〒292-0004 千葉県木更津市久津間 613 番地 

(3)環境管理責任者及び担当者連絡先： 

責任者 大井 裕之         TEL 0438-41-7878 

担当者 飯塚 洋子、永瀬 由記子  TEL 0438-41-7878 

  (4)事業活動内容： 

水質分析、飲料水水質検査、大気･排ガス調査、土壌調査、臭気測定、

騒音・振動測定、作業環境測定、燃料試験、その他の測定分析 

 

（3） 事業の規模等 

資本金：3,000 万円 

延べ床面積：1,417 m2 

従業員数：45 名（2022 年度） 

（パートタイム雇用者及び派遣社員を

含む） 

 

２．登録範囲 

（１）登録番号  ： 0006331 

（２）登録年月  ： 2010 年 12 月 10 日 

（３）事業者名  ：株式会社 ユーベック 

（４）住所    ：〒292-0004 千葉県木更津市久津間 613 番地 

（５）対象事業所 ：本社 

（６）事業活動  ： 

 水質分析、飲料水水質検査、大気･排ガス調査、土壌調査、臭気測定、 

 騒音・振動測定、作業環境測定、燃料試験、その他の測定分析 
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EA21 の活動推進体制は下記のとおり。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職名 役割・責任・権限 

最高責任者 ・環境経営に関する統括責任権限を持つ。 

・環境経営システムの実施に必要な人、設備、費用を準備する 

・実施体制を構築する 

・環境管理責任者を任命する。 

・環境方針の策定・見直しを行い、全従業員へ周知させる。 

・課題とチャンスの明確化。 

・環境目標・環境活動計画書を承認する。 

・代表者による全体の評価と見直しを実施する。 

・環境活動レポートを承認する。 

環境管理責任者 ・環境経営システムを構築し、その運営･管理を進める。 

・環境関連法規等の取りまとめ票を作成し、順守状況を確認する。 

・環境目標・環境活動計画書を確認する。 

・環境活動の取組結果を代表者へ報告する。 

・環境活動レポートをとりまとめる。 

EA21 事務局 ・環境管理責任者の補佐、EA21 委員会の事務方を司る。 

・環境負荷の自己チェック及び環境取組みの自己チェックを実施。 

・環境活動の実績集計を行う。 

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口となる。 

・環境活動レポートを公開する。 

EA21 委員会 ・環境目標、環境活動計画などについて協議・発案する。 

・定期的に開催し、環境目標達成・環境活動実施状況を確認する。 

全従業員 ・環境方針の理解と環境への取組の重要性を自覚する。 

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動に参加する。 

［最高責任者］ 

代表取締役社長 

飯塚 嘉久 

［環境管理責任者］ 

大井 裕之 

［EA21 委員会］ 
［EA21 事務局］ 

飯塚 洋子 

永瀬 由記子 

総務課 営業課 技術課 品質保証課 
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2. 環境方針 

当社の環境理念及び環境方針は、下記のとおりである。 

 

【環境理念】 

株式会社ユーベックは、地球環境の保全が人類にとって最も重要な課題の一

つであることを認識し、環境測定を通じてお客様に確かな情報をいち早く提供

し、課題とチャンスを明確にすることにより、持続的発展が可能な社会づくり

に貢献し、次世代により良い環境を引き継ぐために積極的に活動して行く。 

 

【環境方針】 

(1) 省資源・省エネルギー活動の推進 

事業所内外の整理・整頓・清潔・清掃に努め、事業活動における資源の節約

ならびにエネルギー使用量の低減を図る。 

(2) 廃棄物排出量の削減 

事業所からの廃棄物排出量を最小限に抑えるとともに、分別処理を推進する。 

(3) 環境関連法規制等の順守 

あらゆる法規制、顧客要求事項等を順守し、環境保全に積極的に取り組む。 

(4) 地域・社会への貢献 

地域社会に貢献し社会的存在価値を有する企業として、事業を展開する。 

(5) 化学物質の適正管理 

化学物質の管理を徹底し、その使用量の削減に取り組む。 

(6) 業務の拡大を図る 

 案件毎に柔軟な価格設定を行い、閑散期を減らして検体数の増加を図る。 

 

制定：平成 21 年 10 月 1 日 

改訂：令和 4 年 12 月 9 日 

 株式会社ユーベック 

代表取締役社長 飯塚 嘉久 
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環境目標及びその実績 

2022 ～ 2024 年度向けに設定した中期環境目標は、表 1 に示すとおりである。 

2019 年度から 2017 年度版ガイドラインに則り、環境経営という観点から、経営安

定化のための業務量の継続的増加と環境負荷の軽減の両立を方針とし、主業務であ

る分析原単位においての環境負荷の軽減を目標としている。 

よって、総目標値は業務量の増加があっても現状維持に留まることで相対的に環境

負荷を軽減できるという観点から 99％～100%に設定する。 

 

表 1 環境目標（中期） 

対象項目 単位 
基準年実績 
(2021 年度) 

年度目標 

2022 年度 2023 年度 2024 年度 

1．二酸化炭素排出量の削減（電力、ガソリン使用量から換算） 

①電力の削減 kg-CO2 174,600* 
174,600 

(100%) 

174,600 

 (100%) 

174,600 

 (100%) 

②自動車燃料の削

減 
kg-CO2 53,951* 

53,951 

(100%) 

53,951 

(100%) 

53,951 

(100%) 

 総二酸化炭素排出

量 

  (①+②) 

kg-CO2 228,551* 228,551 228,551 228,551 

2．業務量の増加と分析原単位の二酸化炭素排出量の削減 

 受注分析検体量 検体 45,703 
46,063 

(+360) 

46,423 

(+720) 

46,783 

(+1080) 

 1 検体あたりの 

二酸化炭素排出量 
kg-CO2 5.0008* 

4.9508 

(99%) 

4.9008 

(98%) 

4.8508 

(97%) 

3．廃棄物排出量の削減 

一般廃棄物の削減 kg 6,730.0 
6,662.7 

(99%) 

6,662.7 

(99%) 

6,662.7 

(99%) 

産業廃棄物の削減 
(再資源化分を除く) 

kg 73,491.8 
72,756.9 

(99%) 

72,756.9 

(99%) 

72,756.9 

(99%) 

4．化学物質使用量（使用量の多い試薬 10 品目の合計）の削減 

薬品使用量の削減 L 536.7 
531.3 

(99%) 

531.3 

(99%) 

526.0 

(98%) 

5. 排水量の削減 

水道水使用量の 

削減 
m3 1,232 

1,232 

(100%) 

1,232 

(100%) 

1,232 

(100%) 
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6．環境配慮 

環境取組状況の発

信 
件 － 12 12 12 

*：CO2排出係数：（2021 年東京電力ﾊﾟﾜｰｸﾞﾘｯﾄﾞ㈱）電気 0.433 kg/kWh，ガソリン 2.32 kg/L 

※なお、中期目標は 3 か年計画を基本とし、次期計画は 2024 年度末をもって基準年を変更し、

前 3 年の結果を鑑み策定するものとする。 

 

2022 年度の短期目標に対する達成状況は、表 2 に示すとおりである。 

表 2 短期目標及び実績（2022 年度） 

項目 単位 基準年実績 目標値 実績 達成状況 

①電力量 
kWh 403,233 

100% 
403,233 376,708 

達成 
kg-CO2 174,600* 174,600 163,115* 

②ガソリン 
L 23,255 

100% 
23,255 22,985 

達成 
kg-CO2 53,951* 53,951 53,326* 

総二酸化炭素排出量 

①+②) 
kg-CO2 228,551* － 228,551 216,441 達成 

受注分析検体量 検体 45,703 +360 46,063 46,292 達成 

1 検体あたりの 

二酸化炭素排出量 
kg-CO2 5.0008* 99% 4.9508 4.6756 達成 

一般廃棄物の削減 Kg 6,730.0 99% 6,662.7 4,980.0 達成 

産業廃棄物の削減 Kg 73,491.8 99% 72,756.9 73,638.0 未達成 

薬品使用量 L 536.7 99% 531.3 456.6 達成 

 水道水使用量 m3 1,232 100% 1,232 1,135 達成 

 環境取組状況 

の発信 
件 12 12 12 達成 

*：CO2排出係数：（2021 年東京電力ﾊﾟﾜｰｸﾞﾘｯﾄﾞ㈱）電気 0.433 kg-CO2/kWh 

 

2022 年、上半期は依然として新型コロナウィルス感染症の影響による業務量の落

ち込みに回復の兆しがみられなかったが、下半期に弊社の強みであるインフラ保守

に付随する工場排水等の業務が急激に増加し、最終的にはほぼすべての目標を達成

するに至った。ここ数年の業務量が減少した時期に後進の育成、機器の管理、日常

点検に力を入れていたため、業務量の増加に伴った残業時間の増加や機器トラブル

が少なく、光熱費等が増加しなかったためと思われる。 

 弊社の強みである工場排水等の水質分析業務はインフラ保守の業種に付随する
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ため、急激に増えることはないが、信頼を重ねることで安定して受注が継続し、そ

れゆえに弊社のベース業務としてとらえ重要視してきた。土壌分析も得意とする分

野であるが、世界情勢や経済情勢に左右されやすいため時に弱みとなる。工場排水

の検体数の推移を見ると 2016 年に急激に増加しており、要因は同業者の廃業によ

る受託移行であった。今年度下半期の増加も類似するケースで、ほとんどが同業者

からの再委託であった。（参考:図 1） 

図１ 

 

 同業者の廃業や再委託に至る経緯の詳細は様々であるが、弊社が委託対象になり

得る要因は、「機器設備の安定した稼働、管理」「対応可能な技術者」「数値への信

頼とスピード」という日々重点品質目標として掲げ、実践してきた成果である。そ

して数年前から、そのベース業務に焦点を当て、重点的に CO2 削減対策を設け、

活動してきた効果が本年度の目標達成に繋がったと推察される。 

ハイブリット車への転換、エコドライブの徹底、老朽化した設備の更新を引き続

き行っており、業務量が増加したにもかかわらず、消費電力は基準年の 93%、ガソ

リンは 98％、薬品使用量は 85％で 1 検体当たりの二酸化炭素排出量は目標を達成

した。目標達成がなかなか成らず、重点的に対策を行った一般廃棄物排出量は 74％

と大幅に削減することが出来た。産業廃棄物は昨年度までの達成状況を鑑み、目標

を 99％としたため達成とはならず、検体数増加に伴い昨年度よりわずかに増加し

ている。 

弊社の「チャンス」ともいえる強みが明確に現れた今年度の結果を踏まえ、今後

も重点品質目標でもある公的資格を取得し、技術を磨き、全員がプロフェッショナ

ルを目指すことともに、その強みをよりアピールし生かせる場を作っていくことが、

更なる飛躍と今後の目標達成につながると感じた。 
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4.環境経営計画及びその実績 

2022 年度における環境経営計画及びその実績・評価は、表 5 に示すとおりである。 

表 3 環境経営計画及び実績（2022 年度） 

活動計画 活動概要 
対 基 準 年

実績 
評価** 

1．二酸化炭素排出量の削減 

電力量 

±0％ 

・空調温度管理（夏期 28℃、冬期 20℃） 

・不要照明の消灯、休み時間消灯 -7％ ○ 

ガソリン 

±0％ 

・省エネ運転（エコドライブ）の推進 

・老朽傾向のみられる車両の更新 
－1％ ○ 

業務量の増加と分析原単位の二酸化炭素排出量の削減 

業務量 

+360 検体 

・アンケートの活用による満足度向上 

・品質向上による新規顧客の獲得 
＋589 検体 〇 

1 検体あたりの二酸化

炭素排出量 

-1% 

・省力化に係る業務改善 

・省力化に繋がる分析機器の導入と研究 

・環境に配慮したシステム化 

-7％ ○ 

廃棄物排出量の削減 

一般廃棄物 

－1％ 

・分別の徹底 

・リサイクル業者による再生利用 
－26％ 〇 

 産業廃棄物 

－1％ 

・ろ紙、細菌培地などのプラ容器の廃止 

・優良処理業者との継続的提携 
＋1％ × 

4．化学物質使用量の削減 

薬品使用量 

－1％ 

・測定分析工程の効率化 

・流れ分析装置の導入 －15％ ○ 

4．排水量の削減 

水道水使用量 

±0％ 

・節水励行の掲示 

・器具の洗浄・すすぎ方法の改善 

・漏水箇所の発見及び対策 
－8％ ○ 

5．環境配慮 

取組状況の発信 

年間 12 件 

・HP トピックス欄へ環境配慮状況を掲載 

・環境メールマガジンの発行 
12 件 ○ 

（評価）： ○：目標達成、×：未達成 
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５．次年度の環境経営目標及び環境経営計画 

対象項目 単位 
基準年実績 
(2021 年度) 

年度目標 

2022 年度 2023 年度 2024 年度 

1．二酸化炭素排出量の削減（電力、ガソリン使用量から換算） 

①電力の削減 kg-CO2 174,600* 
174,600 

(100%) 

174,600 

 (100%) 

174,600 

 (100%) 

②自動車燃料の削

減 
kg-CO2 53,951* 

53,951 

(100%) 

53,951 

(101%) 

53,951 

(101%) 

 総二酸化炭素排出

量 

  (①+②) 

kg-CO2 232,180* 228,551 228,551 228,551 

2．業務量の増加と分析原単位の二酸化炭素排出量の削減 

 受注分析検体量 検体 45,703 
46,063 

(+360) 

46,423 

(+720) 

46,783 

(+1080) 

 1 検体あたりの 

二酸化炭素排出量 
kg-CO2 5.0008* 

4.9508 

(99%) 

4.9008 

(98%) 

4.8508 

(97%) 

3．廃棄物排出量の削減 

一般廃棄物の削減 kg 6,730.0 
6,662.7 

(99%) 

6,662.7 

(99%) 

6,662.7 

(99%) 

産業廃棄物の削減 
(再資源化分を除く) 

kg 73,491.8 
72,756.9 

(99%) 

72,756.9 

(99%) 

72,756.9 

(99%) 

4．化学物質使用量（使用量の多い試薬 10 品目の合計）の削減 

薬品使用量の削減 L 536.7 
531.3 

(99%) 

531.3 

(99%) 

526.0 

(98%) 

5. 排水量の削減 

水道水使用量の 

削減 
m3 1,232 

1,232 

(100%) 

1,232 

(100%) 

1,232 

(100%) 

6．環境配慮 

環境取組状況の発

信 
件 － 12 12 12 

7．緊急時対応訓練 

訓練の計画と実施 － 水害 火災 薬品流出 地震 

*：CO2排出係数 （2021 年度東京電力ﾊﾟﾜｰｸﾞﾘｯﾄﾞ㈱）電気 0.433 kg-CO2/kWh 
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【次年環境経営目標の考え方と方針】 

1.引き続き経営安定化のため、3 年間で 1000 件強ペースの検体数増加を図る 

本年度変更した基準年及び 3 年計画に沿って目標を設定。 

2．これに伴った検体数と比較的相関する、電力、ガソリンは、検数原単位を設定し、原単位を

毎年 1％ずつ削減を図る。規定により目標値は原単位及び使用総量を設定し管理を強化する。 

３．産廃総排出量も結果を鑑み環境目標設定は成果をふまえ更なる削減目標を設定。排出量と

業務量との相関関係監視を継続する。 

４．水道使用量、薬品使用量は昨年度までの良好な結果をふまえ、削減目標を強化。 

５．計量事業者として積極的に環境関連事項の情報発信を啓発活動として行うとともに世界情

勢を鑑みながらの地域社会を含めた新しい啓発活動を模索する。 

 

【次年環境経営計画の考え方と方針】 

 2023 年度は前述のとおり 2024 年度迄の新中期目標の元に活動するが、環境経営計画につい

ては継続的改善を図るべく 7 ページに記載した内容を継続するともに、多彩な技術者の育成と

新分野への研究、進出も視野に入れて経営の躍進を図る。 

 

 

悪臭物質自動測定システム『GBA-201 SERIES』（㈱ジェイ・サイエンス・ラボ製）の導入 

濃縮操作から GC による分析までの一連の操作の全自動化、デジタル積算流量計及びバルブ導

入法の採用がされたことで優れた再現性の実現とあらゆるフィールドで採取された試料に対

応することが可能 
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６．環境保全活動 

環境にかかわる分野の企業として、下記のような長期の目標を見据えた取り組みを

続けています。 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

流れ分析装置の導入による省力化 太陽光発電 

適切なｻﾝﾌﾟﾙ採取量の周知による廃棄物削減 

産業廃棄物委託業者の定期的な

視察による適切な処理の確認 
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７． 環境関連法規等の遵守状況 

（1） 環境関連法規等の順守状況の確認及び評価の結果 

法規名 適用事項 取組状況 評価 

計量法 
・事業規程の届出 

・計量器の検定・計量証明検査 

・事業規程に変更なし 

・適切な時期に実施 
○ 

水質汚濁防止法 ・特定施設（洗浄設備）の設置届 ・設置届に変更なし ○ 

浄化槽法 
・定期保守点検 

・合併浄化槽管理基準 

・定期保守点検実施済 

・管理基準適合 
○ 

廃棄物の処理及び清掃

に関する法律 

・廃棄物排出の際の適正処理 

・産業廃棄物の委託処理 

・処理委託業者の評価 

・委託業者許可確認 

・処理状況をマニフェス

ト E票で確認 

○ 

毒物及び劇薬取締法 

・毒物・劇物の表示 

・毒物・劇物の盗難、紛失、漏洩

の禁止 

・毒物・劇物の表示済 

・毒物・劇物の盗難、紛

失、漏洩なし 

○ 

水道法 ・飲料水水質検査業務規程 ・業務規程更新済 ○ 

労働安全衛生法 
・有機溶剤取扱いの掲示 

・安全衛生委員会の開催 

・取扱い掲示済 

・委員会月 1回開催 
○ 

作業環境測定法 ・業務規程の届出 ・事業報告書提出 ○ 

放射線障害防止法 ・GC－ECD検出器の設置届 ・設置届に変更なし ○ 

高圧ガス保安法 ・技術上の基準の順守 ・規程に準拠 ○ 

電波法 ・超音波洗浄器の届出 ・設置届済み ○ 

道路交通法 
・安全運転の確保 

・アルコールチェック 

・安全運転管理者 

・ｱﾙｺｰﾙﾁｪｯｸ記録 
○ 

フロン排出抑制法 ・フロン類使用空調機器の点検 ・対象機器の点検 ○ 

（2） 違反・訴訟等 

環境関連法規等への違反はない。なお、関係当局よりの違反等の指摘は、過

去 5 年以上ありません。 

８． 代表者による評価・見直し 

社内の品質方針として掲げている「環境にやさしい企業づくりへの社員全員

の参加」に則して、省エネ・効率化へ向けた意識や改善提案を通じた環境負荷

軽減活動については、継続的に取組まれているものと評価される。 

ISO9001:2015、17025:2017 の取組とリンクした弊社らしい環境経営活動は、

新たなチャンスを可視化し、そこから課題を明確にしてチャレンジしていく指

針となっている。今後も企業の発展と環境負荷の相関関係を明確にし議論する

ことで次世代を育成し、よりサステナブルな活動に発展させていきたい。 
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９． 地域社会貢献に関する活動事例 

(1) ペットボトルキャップの回収による廃プラスチックの削減と社会貢献 

2022 年 4 月施行のプラスチックに係る資源循環の促進等に関する法律をふま

え、分析に関わる業務以外で発生するプラスチックごみの一部であるペット

ボトルキャップを回収し、リサイクル業者へ提供することで、プラスチック

廃棄物を削減するとともに、リサイクル資源としての売却益を寄付する形で

世界の子供たちへのワクチン支援を行う活動を始めました。 

 

2022 年 9 月に回収したペットボトルキャップ 6kg(2580 個)を納品し、廃棄物と

して処分した場合に発生する 18.9kg の CO2 の削減とともに、JCV を通じて途上

国へ BCG ワクチン提供の一端となりました。 

 

(2) 環境に関するニュースの発信 

ホームページ上のトピックス欄ならびに月 1 回配信のメールマガジン

「UBEC 環境かわら版」などを通じ、環境に関する情報の発信を行いまし

た。 

 


